東京 都市 計画 重 都市 高速 鉄道 第 7 号線 
東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 。 
(品川 < 白金 高輪 間 ) 計画 の あら まし 


欠 東 京 ド 和 
図 東京 地下 鉄 株 式 会 社 


只今 か ら 、 東 京都 市 計画 、 都 市 高速 鉄道 第 7 号線 、 東 京 メ トロ 南北 線 の 分 岐 線 、 
唱 川 か め 白金 高輪 間 の 計画 の あら まし に つい て ご 説明 致し ます 。 


本 日 の 説明 内 容 


画 の 第 折 
@ 計 画 の 概要 
@ 都 市 計画 の 区 域 に つい て 


会 、 を る の 売 き 
@ 工 事 着 手 ま で の 流れ 


本 日 の 説明 内 容 で す が 、 東 京 メ トロ 南北 線 の 分 岐 線 、 品 川 か ら 白金 高輪 間 の 計 
画 に つい て ご 説明 し た の ち 、 今 後 の 手 続き に つい て ご 説明 致し ます 。 


都市 高速 鉄道 第 7 号線 の 概要 
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まず 初め に 、 都 市 高速 鉄道 第 7 号線 の 概要 に つい て ご 説明 いた し ます 。 

都市 高速 鉄道 第 7 号線 は 、 目 黒 駅 か ら 、 六 本 木 一 丁目 駅 、 飯 田橋 駅 を 経由 し 、 
赤羽 岩淵 駅 を 結ぶ 路線 で 、 東 京 メ トロ 南北 線 と し て 開業 し て いる 路線 で す 。 

この うち 、 和 白金 高輪 駅 か ら 目 黒 駅 間 は 都営 地下 鉄 三田 線 と の 共用 区 間 と な っ て 
お り ま す 。 


本 日 、 ご 説明 する 計画 は 、 東 京 メ トロ 南北 線 を 白金 高輪 駅 で 分 岐 し 、 品 川 駅 方 
面 に 延伸 す る も の で 、 現 在 、 営 業 中 の 南北 線 と 同様 に 東京 メト ロ が 事業 主体 に な 
り ま す 。 


計画 の 策定 経緯 


次 に 、 東 京 メ トロ 南北 線 の 分 岐 線 計画 の 策定 経緯 に つい て 、 ご 説明 いた し ます 。 


ーー 


計画 の 策定 経緯 ① 


交通 政策 審議 会 答申 第 198 号 (平成 28 年 4 月 ) 
「 東 京 園 に お ける 今後 の 都市 鉄道 の あり 方 に つい て 」 
・ 六 本 木 等 の 都心 部 と リニア 中 央 新幹線 の 始発 駅 と な る 品川 駅 や 
国際 競争 力 強 化 の 拠点 で ある 同 駅 周辺 地区 と の アク セス 利便 性 の 向上 


Bb、 人 


交通 政策 審議 会 答申 第 371 号 ( 令 和 3 年 7 月 ) 


「 東 京 園 に お ける 今後 の 地下 鉄 ネ ットワーク の あり 方 等 に つい て 」 
* 品 川 駅 周辺 再開 発 が 進行 し て いる こと か ら も 事業 主体 の 選定 や 
費用 負担 の 調整 を 早急 に 進め 、 早 期 の 事業 化 を 図る べき 


ho、 人 


鉄道 事業 許可 ( 令 和 4 年 3 月 ) 
・ 東 京 地下 鉄 株 式 会 社 が 令 和 4 年 1 月 28 日 付 で 鉄道 事業 許可 を 申請 
* 国 土 交通 大 臣 が 令 和 4 年 3 月 28 日 付 で 鉄道 事業 を 許可 


な な に = 半 へ 、 


東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 は 、 国 土 交通 大 臣 の 族 問 機関 で ある 交通 政策 審議 会 
が 、 平 成 28 年 4 月 に 取り まとめ た 、 答 申 第 198 号 「 東 京 圏 に お ける 今後 の 都市 
鉄道 の あり 方 に つい て 」 に 、 六 本 木 等 の 都心 部 と リニア 中 央 新幹線 の 始発 駅 と な 
る 品川 駅 や 国際 競争 力 強 化 の 拠点 で ある 同 駅 周辺 地区 と の アク セス 利便 性 の 向上 
に 資す る 路線 で ある と 位置 づけ られ て お り ま す 。 

さら に 、 令 和 3 年 7 月 の 答申 第 371 号 「 東 京 較 に お ける 今後 の 地下 鉄 ネ ッ ト 
ワー ク の あり 方 等 に つい て 」 で は 、「 品 川 駅 周辺 再開 発 が 進行 し て いる こと か ら 
も 事業 主体 の 選定 や 費用 負担 の 調整 を 早急 に 進め 、 早 期 の 事業 化 を 図る べき | と 
位置 付け られ まし た 。 

こう し た 答申 な ど を 踏ま え 、 東 京 メ トロ が 事業 主体 と な り 取 組む こと と し 、 信 
和 4 年 1 月 に 国土 交通 大 臣 へ 鉄道 事業 法 に 基づく 鉄道 事業 許可 を 申請 し 、 倒 和 4 
年 3 月 、 国 土 交通 大 臣 か ら 鉄 道 事業 の 許可 を 受け て お り ま す 。 


計画 の 策定 経緯 ② 


「 未 来 の 東京 」 戦 略 version up 2022( 令 和 4 年 2 月 ) 
「 東 京 の 活動 を 支え る 交通 ・ 物 流 ネ ットワーク を 更に 強化 する 事業 」 


ぐ 国 の 交通 政策 番 議 会 答申 に お いて 位置 付け られ た 路線 


ゃ 。 の >) トン ル | 部 部 軌 HB 下 鉄 の 新設 
い 細 | 東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 計画 


避 4 の AL (品川 ご 白金 高 輸 間 ) 
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mm 低 申 に お いて 「 検 討 お ど を 進め る べき 」 と され た 路線 OOO 国 な ど 関 係 者 と 連携 し 、 仕組 み づ く り を 進め る 路線 
出典 :「 未 来 の 東京 」 戦 略 version up 2022 


また 、 東 京都 が 令 和 4 年 2 月 に 策定 し た 「 未 来 の 東京 」 戦略 version up2022 
に お いて は 、 東 京 の 活動 を 支え る 交通 ・ 物 流 ネ ットワーク を 更に 強化 する 事業 の 
ー つ に 位置 付け られ て お り 、 早 期 事業 化 に 向け た 取組 を 加速 し て いく こと と し て 
お り ま す 。 


計画 の 策定 経緯 ③ 


東京 ベイ esSG まち づく り 戦 略 2022( 令 和 4 年 3 月 ) 
「 ま ちの 魅力 や 活動 の 基盤 と な る 快適 で 多様 な 移動 手段 の 充実 」 
都心 部 ・ 品 川 地下 鉄 の 新設 


Pl 
(品川 < 白金 高輪 間 ) 


早期 事業 化 に 向け た 取組 を 加速 


出典 : 東 京 ベ イ sSG まち づく り 戦 略 2022 


さら に 、 東 京都 が 令 和 4 年 3 月 に 策定 し た 「 東 京 ベ イ eSG ま ち づ く り 戦 略 
2022] に お いて は 、 「 ま ちの 魅力 や 活動 の 基盤 と な る 快適 で 多様 な 移動 手段 の 
充実 」 に 向け た 主要 施策 の 一 つ に 位置 付け られ て お り 、 リ ニア 中 央 新幹線 の 始発 
駅 と な る 品川 駅 周辺 地区 と 六本木 等 の 都心 部 と の アク セス 利便 性 の 向上 が 期待 さ 
れる た め 、 早 期 事業 化 に 向け た 取組 を 加速 し て いく こと と し て お り ま す 。 
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③ 周 辺 鉄道 路線 の 混雑 緩和 


ー つ 目 は 、「 六 本 木 ・ 赤 坂 エ リア な どの 都心 部 と 品川 エリ ア の アク セス 利便 性 

の 周 思 | 人 民 な 上 ます 。 
六本木 ・ 赤 坂 エ リア な どの 都心 部 と 、 品 川 駅 周辺 地区 が 直結 され 、 六 本 木 一 丁 
目 、 溜 池山 王 な どの 主要 な 都心 地区 と 品川 地域 及び JR 東海 道 本 線 、JR 京浜 東北 
線 、 京 浜 急 行 本 線 等 の 各 路 線 沿 線 へ の 移動 時 間 を 短縮 する と と も に 乗換 回 数 が 削 
減 さ れ ま す 。 


ニ つ 目 は 「 品 川 駅 周辺 と 六本木 、 赤 坂 な どの 都心 部 と の リ ダ ン ダ ン シ ー の 確 
保 | に な り ま す 。 リ ダン ダン シー と は 、 自 然 災害 等 に より 一 部 の 区 間 が 不通 と 
な っ た 場合 で も 、 多 重 化 さ れ た 経路 に より 移動 が 確保 され る こと で す 。 

東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 の 整備 に より 、 品 川 と 都心 部 を 結ぶ 新た な アク セス 
ルー ト が 確保 され る こと で 、 品 川 と 都心 部 を 結ぶ 鉄道 に 、 運 転 休止 や 遅延 な どの 
トラ ブル が 発生 し た 場合 で も 、 こ れ を 補完 する 移動 ルー ト と し て 東京 メト ロ 南 北 
線 の 分 岐 線 の 利用 が 期待 され ます 。 


三 つ 目 は 、「 周 辺 鉄道 路線 の 混雑 緩和 ] に な り ま す 。 
品川 駅 か ら 新橋 駅 を 経由 し 赤坂 方 面 へ 向かう 流動 な ど が 本 路線 に 転換 する こと 
に より 、 銀 座 線 等 の 路線 の 混雑 緩和 が 期待 され ます 。 


続い て 、 計 画 の 概要 に つい て 、 ご 説明 いた し ます 。 
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ー ム > ee な は は ご 司 証 東京 メト ロ 南 北 線 
に SC 還 還 還 7 エマ 、 全 証 較 都 営 三 田 線 


は じ め に 、 今 回 の 計画 区 間 の ルー ト 等 に つい て ご 説明 致し ます 。 
これ か ら ご 説明 致し ます 平面 図 は 、 左 側が 南方 向 、 右 側が 北方 向 を 示し て お り 
ます の で 、 図 面 の 上 側が 西方 向 と な り ま す 。 


今回 の 計画 区 間 は 、 先 ほど も ご 説明 いた し まし た が 、 東 京 メ トロ 南北 線 を 晶 金 
高 輸 駅 で 分 岐 し 、 品 川 駅 方 面 に 延伸 する も の で 、 新 た に 品川 駅 を 設置 する 計画 で 


す 。 
な お 、 駅 名 は 仮称 で あり 、 事 業者 で ある 東京 メト ロ に お いて 、 別 途 決定 する こ 
の だ な がり ます 。 


計画 区 間 は 、 起 点 と な る 品川 駅 か ら 東京 メト ロ 南 北 線 の 白金 高 輸 駅 間 の 約 2.8 
k m に な り ま す 。 こ の うち 、 品 川 駅 の ある 港 区 高輪 相本 目 か ら 港 区 白金 台 一 丁目 
まで の 約 2.5 k m の 区 間 を 地下 式 に より 、 新 た に 都市 高速 鉄道 第 7 号線 分 岐 線 と 
し て 都市 計画 を 定め ます 。 

また 、 都 市 高速 鉄道 と し て 都市 計画 を 定め る 範囲 と 、 高 輪 三 丁目 付近 に お いて 
予定 され て いる 市 街 地 再開 発 事業 の 区 域 が 重複 する 範囲 に つい て 、 都 市 高速 鉄道 
の 都市 計画 を 立体 的 に 定め る こと と し て お り ま す 。 


都市 計画 概要 


東京 都市 計画 都市 高速 鉄道 第 7 号線 分 岐 線 


港 区 高輪 四 丁 目 ~ 港 区 白金 台 一 丁目 


約 2.500m 


地下 式 


今回 、 都 市 計画 と し て 定め る 概要 は スラ イド の と お り で す 。 


区 間 約 2.8km 


区 間 約 25km | ※ 駅 名 は 仮称 


品川 駅 ※ | 


ーー 
都市 計画 を 立体 的 に 
定め る 範囲 


昌一 」 麻 布 十 番 方 面 
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次 に 縦断 面 図 に つい て ご 説明 致し ます 。 
縦断 面 図 は 、 都 市 高速 鉄道 第 7 号線 分 岐 線 の 線路 に 沿っ て 、 地 下 を 切っ た 断面 
で 、 左 側が 起点 と な り ま す 品 川 駅 、 右 側が 白金 高輪 駅 に な り ま す 。 


新た に 品川 駅 を 地下 に 設置 し 、 品 川 駅 か ら 白 金 高輪 駅 付近 の 既設 の 折り 返し 施 
設 ま で トン ネル を 構築 する 計画 で す 。 
この 内 、 品 川 駅 と 白金 高輪 駅 の 既設 の 折り 返し 施設 に 接続 する 箇所 は 開 肖 
その 中 間 部 は 、 シ ー ル ド 工 法 と し て お り ま す 。 
平面 図 に も 記載 し まし た が 、 都 市 高速 鉄道 と し て 都市 計画 を 定め る 範囲 と 、 市 
街 地 再 開発 事業 が 予定 され て いる 区 域 が 重複 する 範囲 に つい て は 、 都 市 高速 鉄道 
の 都市 計画 を 立体 的 に 定め る こと と し て お り ま す 。 


て 王 


半 。 


標準 横断 面 図 (地下 鉄 の 一 般 的 な 構造 ) 


続い て 、 品 川 駅 部 の 標準 的 な 横断 面 図 に つい て ご 説明 いた し ます 。 

品川 駅 は 、 ホ ー ム を 1 面 、 そ の 両側 に 線路 を 配置 する 計画 で す 。 

開削 工法 を 採用 する た め 、 四 角 い 箱 型 の トン ネル と な り 、 幅 は 約 19m か ら 22 
聞 導 友 り ます 。 


標準 横断 面 図 (地下 鉄 の 一 般 的 な 構造 


次 に 、 中 間 部 の 横断 面 図 に つい て ご 説明 いた し ます 。 
シー ルド 工法 を 採用 する た め 、 円 形 の トン ネル と な り 、 幅 は 約 10m と な り ま 
す 。 


開削 工法 


開削 工法 に よる 駅 工事 の 一 事例 


SS、 


ここ で 、 地 下 鉄 の 建設 工法 に つい て ご 説明 いた し ます 。 

まず 、 開 削 工 法 に つい て で す 。 こ の 工法 は 、 最 初 に 、 掘 削 時 に 周り の 土 を 押さ 
える 土留 壁 を 地 中 に 設置 し 、 地 上 か ら 掘 削 を 進め 、 地 下 に 箱 型 の トン ネル を 築造 
ボ 0. 正法 で すら 。 


シー ルド 工法 
シー ルド 工法 に よる 駅 間 工 事 の 一 事例 


シー ルド マシ ン 


シー ルド 工法 は 、 開 削 工法 で 築造 し た 箱 型 トン ネル か ら 、 シ ー ル ド マ シ ン を 用 
いて 地下 を 水平 に 掘り 進む 工法 で す 。 

シー ルド マシ ン の 前 面 で 土 を 据 削 し 、 マ シン の 後部 で トン ネル を 構成 する 部 材 
と な る セグ メン ト を 円 形 に 組み 立て て いき ます 。 これら の 作業 を 繰り 返し な が ら 、 
トン ネル を 築造 し て いき ます 。 


都市 計画 の 区 域 に つい て 


次 に 、 只 今 ご 説明 し た 東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 計画 に より 、 新 た に 都市 高速 
鉄道 の 都市 計画 と し て 定め る こと と な る 区 域 に つい て 、 ご 説明 いた し ます 。 


品川 っ 白金 台 区 間 ( 平 面 図 ) 


※ 駅 名 は 仮称 
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都市 計画 を 立体 的 に ツー 
定め る 範囲 


都市 計画 の 区 域 
碧 還 画 第 7 号線 分 岐 線 
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まず 、 品 川 駅 か ら 白 金 台 付近 まで の 区 域 を 示し ます 。 

赤色 の 範囲 は 、 新 た に 都市 高速 鉄道 の 都市 計画 と し て 定め る 区 域 を 示し て お り 
ます:。 

道路 の 区 域内 に 配置 する こと を 基本 と し て お り ま す が 、 一 部 、 道 路 の 外側 に な 
る 個所 も あり ます 。 


新設 する 品川 駅 は 、 国 道 15 号 の 地下 に 位置 し ます 。 

この 品川 駅 を 起点 に 国道 15 号 を 北上 し 、 環 状 第 4 号線 を 西方 向 に 進み ます 。 
な お 、 市 街 地 再開 発 事 業 が 予定 され て いる 区 域 と 重複 する 範 陸 に つい て は 、 都 
市 高速 鉄道 の 都市 計画 を 立体 的 に 定め る こと と し て お り ま す 。 


白金 台 ~ 白 金 高輪 区 間 ( 平 面 図 ) 


の 


証 還 第 7 号線 分 岐 線 


の 


次 に 、 白 金 台 付近 か ら 曰 金 高輪 駅 付近 まで の 区 域 を 示し ます 。 


東京 メト ロ 南 北 線 の 白金 台 
駅 の 既設 の 折り 返し 施設 に 


駅 付近 か ら 、 目黒 通り を 北東 方 向 に 進 
接続 する 計画 に な り ま す 。 


0 


日 


周 


一 


圭 


今後 の 流れ 


最後 に 、 こ れ ま で ご 説明 し た 、 東 京 メ トロ 南北 線 の 分 岐 線 計画 が 、 工 事 着手 に 
至る まで の 今後 の 手続 き の 流れ に つい て 、 ご 説明 致し ます 。 


工事 着手 まで の 流れ 


都市 計画 の 流 
都市 計画 素案 の 説明 会 


ピ 都民 等 の 意見 書 
まう (環境 影響 評価 書案 の 作成 ) 
都市 計画 案 の 説 明 会 )" "(環境 影響 評価 書案 の 説明 会 

に 村 三 転 3 
関係 区 市 町 村 都民 等 の 意見 書 


の 住民 及び 【 人 ーー 
利害 関係 人 の 
意見 書 


需 有 評 和香 の 避 


工事 着手 に 向け て は 、 今 回 の 計画 を 都市 計画 決定 する こと が 必要 と な り ま す 。 

都市 計画 決定 に 至る まで に は 、 大 きく 2 つの 流れ が あり ます 。 

ひと つ は 、 画 面 左側 の 都市 計画 の 流れ 、 も う ひ と つ は 、 画 面 右側 の 環境 影響 評 
帆 の 流れ に な り ま す 。 こ の 2 つの 流れ の あと 、 工 事 着手 まで の 流れ が あり ます 。 


= 


まず 、 都 市 計画 の 手続 き に つい て 、 ご 説明 いた し ます 。 

本 日 の MR に あたり ます 。 

この 説明 会 で 皆様 か らい た だ いた ご 意見 を 参考 に 、 今 後 、 都 市 計画 案 を 作 
成 9 た し ます 。 

案 の 作成 後 は 、 公 告 ・ 縦 覧 を 行い 、 都 庁 や 区 役所 に お いて 皆様 に 公開 する と と 
に 、 都 市 計画 案 の 説 明 会 を 開催 いた し ます 。 

その 際 、 ご 意見 の ある 方 は 、 都 市 計画 案 に 対す る 意見 書 を 提 由 する こと が で き 
まき っ 

その 後 、 都 市 計画 審議 会 に お いて 審議 を 行い 、 そ の 議決 を 経て 都市 計画 決定 を 
行い ます 。 


次 に 、 環 境 影 響 評価 の 手続 き に つい て 、 ご 説明 いた し ます 。 

は li 本 事業 が 周辺 に 与え る 影響 を 調査 ・ 予 測 ・ 評 価 する 手法 を 取り ま と 
め た 、 果 境 影響 評 1 調査 計画 書 を 作成 し 、 東 京都 知事 に 提出 いた し ます 。 
人 公示 ・ 縦 覧 が 行わ れ 、 都 庁 や 区 役所 で 皆様 に 公開 いた し ます 。 
その 際 、 ご 意見 が ある 方 は 、 調 査 計画 書 に 対す る 意見 書 を 提出 する こと が で き 


ます 。 

次 に 、 調 査 計画 書 に 沿っ て 、 事 業 予定 区 間 周 辺 の 環境 現況 調査 を 行い 、 そ の 結 
果 等 を 踏ま ほえ て 、 事 業 実施 に よる 環境 へ の 影響 を 予測 ・ 評価 し た 環境 影響 評価 書 
案 を 作成 いた し ます 。 その後 、 公 示 ・ 縦 覧 が 行わ れ 、 都 庁 や 区 役所 で 皆様 に 公開 
ボ の の に 、 評価 書案 の 説明 会 を 開催 いた 院 ま 3 引 。 

な お 、 評 価 書案 の 説明 会 は 先ほど ご 説明 し た 都市 計画 案 の 説明 会 と 同時 に 開催 
ES まっ 

評価 書案 に 対し 、 ご 意見 の ある 方 は 、 調査 計画 書 と 同様 に 、「 意 見 書 ] を 提出 
する こと が で きま す 。 そ の ご 意見 に つい て 、 評 価 書案 に 係る 見 解 書 を 作成 し 、 都 
民 の 意見 を 聴く 会 を 経て 、} 上 境 影響 評価 書 を 作成 し 、 東京 都 知事 に 提出 いた し ま 
ま 。 
提出 し た 評価 書 は 、 都 市 計画 審議 会 に お いて 、 先 ほど の 都市 計画 案 を 審議 する 
際 の 参考 資料 と され ます 。 


以上 の 手続 き が 完了 し た の ち 、 事 業者 で ある 東京 メト ロ が 工事 説明 会 を 開催 し 、 
事 に 着手 する 予定 で す 。 


お 問い 合わ せ 先 


人 @ 都 市 計画 に つい て 
東京 都 都市 整備 局 都市 基盤 部 交通 企画 
TEL 03-5388-3321 


信 事 業 計画 に つい て 
東京 地下 鉄 株 式 会 社 鉄道 本 部 改良 建設 部 設計 第 二 
TEL 03-3837-7339 


東京 都 お よび 東京 メト ロ は 、 今 回 の 東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 計画 の 早期 実現 
に 向け 鋭意 取り 組ん で まい り ま す の で 、 皆 様 方 の ご 理解 と ご 協力 を お 願い 申し 上 
げ ま す 。 

また 、 お 問い 合わ せ 先 は パン フレ ッ ト 裏 表紙 に 記載 され て お り ま す の で 、 ご 賢 
問 等 が あり まし た ら 、 ご 連絡 くだ さい 。 


以上 で 、 東 京 メ トロ 南北 線 の 分 岐 線 計 画 に 関す る 都市 計画 素案 の 説明 を 終了 し 
ます 。 と 清 聴 あり が と うこ ざい まし た 。 


補足 


【 補 足 】 東 京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 と 環状 第 4 号線 が 
重複 する 範囲 に お ける 用 地 の 取 扱い に つい て 


計画 区 間 約 8km 


/ 


隔 
都市 計 画 変 更 区 間 約 25km 


環状 第 4 号線 白金 台 区 間 ( 事 業 中 ) 


東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 と - / 4 環状 第 4 号線 
環状 第 4 号線 の 重複 イメ ー ジ 4 白金 台 区 間 ( 事 業 中 ) 


提 交 SS ミ 
1 や ウェ ア 7 の 
多 CC 3 
ーー MY に 才 
0) 
me ーー 


※ 駅 名 は 仮称 


東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 計画 に つき まし て は 、 先 ほど スラ イド で も ご 説明 し 
まし た が 、 国 道 15 号 や 目黒 通り 、 現 在 、 事 業 実施 中 の 環状 第 4 号線 の 道路 空間 
を 最大 限 活 用 いた し ます 。 

この た め 、 東 京 メ トロ 南北 線 の 分 岐 緑 と 環状 第 4 号線 が 重複 する 範囲 に つい て 
は 、 地 下 鉄 南北 線 の 分 岐 線 計画 で は 用 地 取 得 を 行う こと は あり ませ ん 。 


補足 


【 補 足 】 東 京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 の 計画 深き に つい て 


と 地表 か ら 40m 以 上 の 深 さ に な る 区 間 に つ いて は 必要 な 調査 等 を 行っ た 
うえ で 、 大 深度 法 の 適用 の 可能 性 に つい て も 今後 検討 し ます 。 


計画 区 間 約 2.8km 
都市 計画 変更 区 間 約 2.5km ※ 駅 名 は 仮称 


mm 上 sms ーー 


開削 


大 深度 地下 の 公共 的 使用 に 関す る 特別 措置 法 、 一 般 的 に 大 深度 法 と 言わ れ て い 
る 法律 で は 、「 大 深度 地下 ] と は 、 通 常 の 利用 が 行わ れ な い 地 表 か ら 40m 以 上 
の 深き に な る こと を 一 つの 目安 と し て お り ま ず す 。 

東京 メト ロ 南 北 線 の 分 岐 線 計 画 で は 、 図 で お 示し し て いる と お り 、 地 表 か ら 
40m 以 上 の 深 さ に な る と 想定 され る 個所 が あり ます 。 

この た め 、 工 事 着 手 ま で の 間 に 必 要 な 調査 な ど を 行い 、 こ うし た 範囲 に お ける 
大 深度 法 の 適用 の 可能 性 に つい て も 、 今 後 、 検 対し て まい り ま す 。 


